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ナ
ト
リ
ウ
ム
の
学
校
が
縁

原
子
力
機
構
（
以
下
「
Ｊ
Ａ
Ｅ

Ａ
」）
は
フ
ラ
ン
ス
原
子
力
・
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
（
以
下
「
Ｃ
Ｅ
Ａ
」）

と
原
子
力
研
究
開
発
分
野
に
お
け
る

情
報
交
換
、
研
究
員
の
派
遣
、
共
同

研
究
な
ど
の
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。Ｃ

Ｅ
Ａ
は
南
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ダ

ラ
ッ
シ
ュ
研
究
セ
ン
タ
ー
に
ナ
ト
リ

ウ
ム
研
修
所
を
有
し
て
お
り
、
フ
ラ

ン
ス
国
内
は
も
と
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
国
か
ら
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
に
関
す
る
教
育
・
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
Ｊ
Ａ

Ｅ
Ａ
で
も
、
敦
賀
総
合
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
が
高
速
増
殖
原
型
炉
も
ん

じ
ゅ
（
敦
賀
市
白
木
）
に
隣
接
し
て

ナ
ト
リ
ウ
ム
取
扱
研
修
施
設
を
有

し
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の
運
転
員
・
保

守
員
の
訓
練
を
行
う
ほ
か
、
国
内
の

大
学
や
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
海

外
か
ら
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
高
速
炉
の
冷
却
材
と
し
て
使

用
さ
れ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
研
修
施

設
は
世
界
的
に
見
て
も
貴
重
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ

Ｅ
Ａ
と
Ｃ
Ｅ
Ａ
は
技
術
的
な
交
流
を
続
け
て

い
ま
す
。

７
回
目
と
な
る 

ト
ピ
カ
ル・セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
Ｃ
Ｅ
Ａ
は
２
０
０
６
年
か

ら
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
取
扱
技
術
に
つ
い
て
日
仏

の
研
究
者
が
情
報
交
換
を
行
う
「
ト
ピ
カ

ル
・
セ
ミ
ナ
ー
」
を
日
仏
交
互
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
両
機
関
の
職
員
に

加
え
、
大
学
か
ら
の
参
加
も
募
り
、
若
手
研

究
者
に
発
表
・
議
論
の
機
会
を
つ
く
る
こ
と

で
国
際
的
な
人
材
育
成
の
場
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
１
月
21
日
〜
23
日
に
、
第
７

回
ト
ピ
カ
ル
・
セ
ミ
ナ
ー
を
カ
ダ
ラ
ッ
シ
ュ

研
究
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
日
本
か

ら
は
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
職
員
６
名
お
よ
び
Ｃ
Ｅ
Ａ

の
高
速
原
型
炉
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
に
駐
在
す
る

Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
も
ん
じ
ゅ
職
員
１
名
の
計
７
名
が

参
加
し
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
は
Ｃ
Ｅ
Ａ
の
職
員

な
ど
約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
で
は
運
転
・
保
守
・
廃
止
措
置
に
お

け
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
化
学
的
リ
ス
ク
を
主
な

ナ
ト
リ
ウ
ム
取
扱
技
術
に

つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
と
情
報
交
換

敦賀総合研究開発センター 活動報告

ナトリウムに関する研究結果についての討論の様子 （2020年1月撮影）
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テ
ー
マ
と
し
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
中
の
放
射
性
物

質
の
振
舞
い
方
の
予
測
、
廃
止
措
置
時
の
ナ

ト
リ
ウ
ム
処
理
の
方
法
な
ど
、
両
機
関
が
取

り
組
ん
で
い
る
研
究
に
つ
い
て
の
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
協
力
の
可
能

性
に
つ
い
て
も
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

日
仏
大
学
セ
ッ
シ
ョ
ン
で 

情
報
交
換

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
初
の
試
み
と
し

て
日
仏
の
大
学
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
ま
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
側
は
、
エ
ク
ス
＝
マ
ル
セ
イ

ユ
大
学
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
国
立
工
科
大
学
、

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
国
立
工
科
大
学
が
参
加
し
、

日
本
側
は
、
福
井
大
学
が
参
加
し
ま
し
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
福
井
大
学
敦
賀
キ
ャ
ン
パ

ス
と
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
つ
な
い
で
、

各
大
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
研
究
内
容
に

つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
福
井
大

学
か
ら
７
名
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
10
名
が
参
加

し
、
福
井
大
学
の
学
生
か
ら
は
炉
心
設
計
や

遮
へ
い
計
算
な
ど
自
身
の
研
究
成
果
が
発
表

さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
側
の
参
加
者
と
議
論
を
交

わ
し
ま
し
た
。
会
議
に
参
加
し
た
福
井
大
学

の
学
生
か
ら
は
「
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
者
か
ら

自
分
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
も

ら
う
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
」

と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
発
表
や
意
見
交
換
の
ほ

か
、
次
回
の
ト
ピ
カ
ル
・
セ
ミ
ナ
ー

を
敦
賀
で
開
催
す
る
こ
と
や
、「
も

ん
じ
ゅ
」
で
進
む
廃
止
措
置
に
関

す
る
教
育
・
訓
練
等
で
連
携
・
協

力
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
合
意
し

ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
国
際
協
力

も
困
難
な
時
期
に
直
面
し
て
い
ま

す
が
、
将
来
の
原
子
力
開
発
に
必

要
な
国
際
的
な
人
材
育
成
の
た
め

の
活
動
を
、
知
恵
を
出
し
合
い
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

敦賀

福井大学側

福井大学敦賀キャンパス

フランス側

フランスと福井大学敦賀キャンパスとのテレビ会議セッション

リヒテン
シュタイン

ルクセンブルク

ベルギー

スペイン

イタリア

スイス

フランス

ドイツ
イギリス

CEAカダラッシュ
研究センター
CEAカダラッシュ
研究センター

トゥールーズ
国立工科大学
トゥールーズ
国立工科大学

グルノーブル
国立工科大学
グルノーブル
国立工科大学

エクス＝マルセイユ大学　エクス＝マルセイユ大学　

議事録の署名・交換

参加者集合写真
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もんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる 

「獅子」をイメージしたもの

「燃料体の処理」174体を完了
目標工程を安全かつ確実に進めるための取組み

この研究に携わっている機構職員

2015年に入社後、当直で現場の感性を養い、廃止
措置作業の検討を通じてプラントへの知識を深めてき
ました。これらの経験を活かして現在は燃料取扱設備
操作チームのリーダー役に従事しており、業務の効率
化や人的資源の最大化を目的に日々業務に励んでいるところです。今後もチー
ム員が一丸となって「もんじゅ」の燃料体取出し作業を計画どおり達成できる
よう引続き頑張っていきます。

戸
と

田
だ

圭
け い

哉
す け 敦賀廃止措置実証部門

高速増殖原型炉もんじゅ
廃止措置部　燃料環境課

グ
リ
ッ
パ
開
閉
の
不
具
合
に
対
す
る 

対
策
を
実
施

「
も
ん
じ
ゅ
」
で
は
、
廃
止
措
置
計
画
に

基
づ
く
第
１
段
階
と
し
て
、
原
子
炉
容
器
内

に
貯
蔵
し
て
い
る
３
７
０
体
と
炉
外
燃
料
貯

蔵
槽
内
に
貯
蔵
し
て
い
る
１
６
０
体
の
燃
料

体
を
全
て
燃
料
池
に
移
送
・
貯
蔵
す
る
作
業

を
２
０
２
２
年
12
月
ま
で
に
完
了

さ
せ
る
べ
く
、
２
０
１
８
年
８
月

か
ら
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
８
月
か
ら
２
０
１

９
年
１
月
に
か
け
て
実
施
し
た

「
燃
料
体
の
処
理
」
作
業
で
は
、

燃
料
出
入
機
の
つ
か
み
部
分
（
本

体
Ａ
グ
リ
ッ
パ
）
に
ナ
ト
リ
ウ
ム

化
合
物
が
付
着
し
、
ス
ム
ー
ズ
に

開
閉
し
な
く
な
る
等
の
不
具
合
が

発
生
し
、
何
度
か
作
業

の
中
断
を
繰
り
返
す
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
不
具
合
は
、
燃

料
体
に
付
着
し
た
ナ

ト
リ
ウ
ム
を
燃
料
洗
浄

設
備
に
移
送
し
て
洗

浄
し
た
際
、
本
体
Ａ
グ

リ
ッ
パ
に
付
着
し
て
い

た
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
湿
分

に
よ
っ
て
化
合
物
に
変

化
し
、
燃
料
体
の
つ
か

み
・
は
な
し
動
作
が
鈍

く
な
っ
た
こ
と
が
原
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
燃
料
洗
浄

槽
に
設
置
さ
れ
て
い
る
予
熱
ヒ
ー
タ
ー
を
さ

ら
に
追
加
す
る
等
の
除
湿
対
策
を
２
０
２
０

年
１
月
ま
で
に
実
施
し
、
２
月
か
ら
「
燃
料

体
の
処
理
」
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
燃
料
体
の
処
理
」
作
業
後
、 

設
備
の
安
全
性
を
確
認

前
回
の
不
具
合
に
対
す
る
対
策
の
効
果
に

よ
り
、
今
回
の
「
燃
料
体
の
処
理
」
作
業
は

計
画
通
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
予
定
し

て
い
た
１
３
０
体
の
「
燃
料
体
の
処
理
」
作

業
を
４
月
に
完
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
約

１
か
月
間
、
設
備
・
機
器
類
の
中
間
点
検
等

を
実
施
し
、
設
備
の
安
全
性
や
作
業
体
制
の

整
備
等
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、「
燃
料

体
の
処
理
」
作
業
を
再
開
し
、
６
月
１
日
ま

で
に
１
７
４
体
を
完
了
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
安
全
を
最
優
先
に
着
実
に
廃
止

措
置
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

燃料取扱設備操作室内制御盤類燃料取扱設備操作室内制御盤類燃料の取出し経路

燃料体取出し期間の工程
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ふげんREPORT

解体撤去物の搬送ルートを確保
解体現場の整備による廃止措置作業の推進

「ふげん」のロゴマーク
慈悲の象徴の普賢菩薩が乗って居られる

「象」をイメージしたもの

この研究に携わっている機構職員

技術実証課の解体実証チームは、汚染の除去工事や解体撤去
工事で得られた知見やデータに基づいて考察を重ね、効率的に
廃止措置工事を進めてきました。

廃止措置計画第2段階である原子炉建屋内部での解体撤去作
業に取り組む今、工事計画全体を広い視野から検討することに
より、 廃止措置計画の進展や成果に影響を及ぼす要因を見つけ出し、処理フローを適切化
することで、より合理的な廃止措置となるように取り組んでいます。

今回紹介しました搬送ルートの整備作業によって解体撤去物の搬送効率の向上が見込ま
れています。この効果をしっかりと検証し、より安全で効率的な廃止措置を推進します。

門
か ど

脇
わ き

春
は る

彦
ひ こ 新型転換炉原型炉ふげん

廃止措置部　技術実証課

「
ふ
げ
ん
」
で
は
、
今
年
度
か
ら
原
子
炉
冷
却
系
な
ど
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
主
要
機
器

の
解
体
撤
去
作
業
を
本
格
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
発
生
す
る
解
体
撤
去
物

は
、
搬
送
し
、
分
別
・
仕
分
け
、
除
染
（
※
１
）、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
測
定
（
※
２
）
な
ど
の
処
理
を
行
っ

て
い
き
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
効
率
的
な
搬
送
ル
ー
ト
や
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
不
可
欠
で

す
。
今
回
は
、
解
体
撤
去
作
業
で
発
生
す
る
解
体
撤
去
物
を
円
滑
に
移
動
さ
せ
る
た
め
の
搬

送
ル
ー
ト
確
保
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

経
験
・
知
見
を 

廃
止
措
置
に
役
立
て
る

「
ふ
げ
ん
」
で
は
、
廃
止
措
置
の
課
題
に

対
し
て
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
効
率
的
な
手
法

を
見
出
す
と
と
も
に
、
こ
こ
で
得
た
経
験
・

知
見
を
積
極
的
に
外
部
に
発
信
し
て
原
子
力

施
設
の
廃
止
措
置
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に

今
後
と
も
工
夫
を
重
ね
つ
つ
、
ま
た
安
全
に

廃
止
措
置
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

：工事場所
：遮へい壁
：空気調和器

搬出
ルート

（ショートカットの搬送ルート）

タービン建屋

原子炉建屋

搬出ルート開口部

主蒸気管
給水管

２
０
１
９
年
度
に
タ
ー
ビ
ン
建
屋
地
下
２
階
に
設
置
し
た
搬
送

ル
ー
ト
で
す
。
こ
の
搬
送
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
こ
と
で
給
水
ポ

ン
プ
や
給
水
管
の
解
体
撤
去
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
解
体
後
の
ス
ペ
ー
ス

を
活
用
し
て
固
体
廃
棄
物
の
点
検
や
処
理
を
行
う
た
め
に
必
要

な
資
機
材
な
ど
の
運
搬
が
円
滑
に
行
え
ま
す
。

両
建
屋
の
頑
丈
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
（
厚
さ
約
４
ｍ
）
を
貫
通

さ
せ
て
開
口
部
を
設
け
、
原
子
炉
建
屋
か
ら
の
解
体
撤
去
物
を

直
接
タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
運
搬
す
る
ル
ー
ト
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
は
、
解
体
撤
去
物
の
除
染
や
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

測
定
な
ど
を
行
う
設
備
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
解
体
撤
去
物
は

一
時
的
に
タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ル
ー

ト
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
原
子
炉
建
屋
で
発
生
す
る
解
体
撤
去

物
を
安
全
か
つ
効
率
的
に
タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
搬
送
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
、
解
体
撤
去
作
業
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
き
ま
す
。

空気調和器

空気調和器　解体撤去前

壁厚：約1.5m壁厚：約1.5m

遮へい壁貫通後 完工

空気調和器　解体撤去後

遮へい壁

原子炉給水ポンプ室解体撤去

工事前

壁の貫通作業貫通した壁（一部） 主蒸気管、給水管抜出

給水管：約7m

タービン建屋地下2階

原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
室
と

復
水
器
室
間
の
搬
送
ル
ー
ト

原
子
炉
建
屋
と
タ
ー
ビ
ン
建
屋
の

地
下
１
階
の
搬
送
ル
ー
ト

搬  送
ルート1

搬  送
ルート2原子炉建屋-タービン建屋間搬送ルート整備

※1　除染…解体撤去物に付着している放射性物質を除去すること
※2　クリアランス測定…放射性物質を扱う施設で発生する廃棄物が、放射性物質として扱う必要のない放射能レベルであることを測定・評価すること5



つるほんだよりつるほんだより

フ
ラ
ン
ス
電
力
株
式
会
社
と
の 

「
廃
止
措
置
に
関
す
る
協
力
の
た
め
の 

取
決
め
」合
意

こ
の
た
び
、
原
子
力
機
構
は
フ
ラ
ン
ス
電
力
株
式
会
社

（
以
下
「
Ｅ
Ｄ
Ｆ
」）
及
び
事
業
者
と
「
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却

高
速
炉（
以
下「
Ｓ
Ｆ
Ｒ
」）（
※
１
）
の
廃
止
措
置
に
関
す
る

協
力
の
た
め
の
取
決
め
」
に
合
意
し
ま
し
た
。

原
子
力
機
構
は
、
Ｅ
Ｄ
Ｆ
と
の
間
で
１
９
９
５
年
７
月

に
「
高
速
炉
の
運
転
・
保
守
に
お
け
る
技
術
協
力
に
関
す

る
取
決
め
」
を
締
結
し
、
以
来
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所
有
す
る

Ｓ
Ｆ
Ｒ
で
あ
る
「
も
ん
じ
ゅ
」
と
「
ス
ー
パ
ー
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
（
※
２
）」
と
の
間
で
情
報
交
換
及
び
要
員
派
遣
等
の
技

術
協
力
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
０
１
８
年
３
月
に
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
止

措
置
計
画
の
認
可
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
側
に

お
い
て
Ｅ
Ｄ
Ｆ
と
と
も
に
Ｓ
Ｆ
Ｒ
の
廃
止
措
置
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
者
で
あ
る
オ
ラ
ノ
・
サ
イ
ク
ル
社
を
含
む

３
社
間
で
Ｓ
Ｆ
Ｒ
の
廃
止
措
置
に
関
す
る
協
力
を
目
的
と

し
た
取
決
め
に
合
意
し
、
２
０
２
０
年
２
月
25
日
に
取
決

め
書
の
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

協
力
取
決
め
の
要
点
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

● �

Ｓ
Ｆ
Ｒ
の
廃
止
措
置
と
解
体
に
関
す
る
一
般
情
報
及
び

技
術
情
報
の
交
換

● 
専
門
家
の
交
流

● 
人
材
育
成
（
教
育
・
訓
練
）

● 
共
同
で
の
研
究
開
発
な
ど

今
後
、
取
決
め
に
基
づ
く
技
術
協
力
及
び
人
材
育
成
等

を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
外
の
英
知
を
結

集
し
て
廃
止
措
置
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
※
１
）　 ﹁
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
高
速
炉
﹂と
は
︑金
属
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
冷
却

材
と
し
て
用
い
る
原
子
炉
の
こ
と
︒
日
本
で
は﹁
常
陽
﹂﹁
も
ん

じ
ゅ
﹂︑フ
ラ
ン
ス
で
は﹁
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
﹂﹁
ス
ー
パ
ー
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
﹂等
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

（
※
２
）　 ﹁
ス
ー
パ
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス（Superphénix

）﹂は
Ｅ
Ｄ
Ｆ
が
所

有
す
る
Ｓ
Ｆ
Ｒ
で
︑現
在
廃
止
措
置
を
実
施
中
︒
１
９
８
５
年

~
１
９
９
７
年
に
運
転
し
た
後
︑１
９
９
８
年
２
月
に
政
府
が

廃
止
を
決
定
︑１
９
９
９
年
12
月
~
２
０
０
３
年
３
月
に
燃
料

取
出
し
︑２
０
１
４
年
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
処
理
を
完
了
︑２
０

３
０
年
頃
に
廃
止
措
置
完
了
の
予
定
︒

取決め書に署名する原子力機構  伊藤理事（中央）
EDF原子力本部 ジェローム・アルトニアン廃止措置アジア担当部長（左）
オラノ・サイクル社 ステファニー・ローリエ副社長（右）

リヒテン
シュタイン

ルクセン
ブルク

オランダ

スペイン

ポルトガル

アイルランド

西ヨーロッパ地図

イタリア

スイスフランス
オーストリア

ドイツ

イギリス

リヨン

パリ

スーパーフェニックス
フランスのリヨン郊外クレイ・マルヴィル
地区にある「スーパーフェニックス」
現在、廃止措置が進められている

6
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原
子
力
機
構
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒
ま
た
︑医
療
従
事
者

を
支
援
す
る
た
め
︑防
護
服
の
提
供
や
機
構
有
志

に
よ
る﹁
心
を
ひ
と
つ
に  

ふ
く
い
応
援
﹂基
金
へ

の
寄
付
を
行
い
ま
し
た
︒

ご
意
見
は
内
部
で
共
有
す
る
と
と
も
に
︑

今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 

敦
賀
事
業
本
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１

●
廃
止
措
置
と
い
う
の
は
、新
し
い
産
業
や

技
術
開
発
を
生
み
、決
し
て
負
で
は
な
い

と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
敦
賀
の
発
展

に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

	
 

（
敦
賀
市
・
男
性
）

●
１
２
５
号
の
表
紙
は
い
い
で
す
ね
。
年
を

と
り
、外
出
し
て
風
景
を
楽
し
む
こ
と
も

少
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、あ
ち
ら
こ
ち

ら
の
移
り
変
わ
り
が
何
と
も
い
え
ま
せ

ん
。	

（
敦
賀
市
・
男
性
）

●
放
射
線
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
学
生
時

代
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
大
切
！　

技

術
者
が
増
え
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

	
 

（
三
方
郡
美
浜
町
・
女
性
）

●
敦
賀
総
合
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と

い
う
の
で
し
ょ
う
か
？　

ど
の
よ
う
な
施

設
か
も
知
ら
な
か
っ
た
私
で
す
が
、と
て

も
わ
か
り
や
す
く
説
明
が
な
さ
れ
、よ
か
っ

た
で
す
。	

（
坂
井
市
・
女
性
）

●
レ
ー
ザ
ー
応
用
研
究
例
の
紹
介
は
廃
炉
に

つ
い
て
の
明
る
い
話
題
で
よ
い
と
思
い
ま

し
た
が
、や
や
専
門
的
す
ぎ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
明
る
い
話

題
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

	
 

（
三
重
県
鈴
鹿
市
・
男
性
）

　
本
誌
に
添
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
ご
意
見
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ご

意

見

箱

災
害
時
の
対
応
や

災
害
時
の
対
応
や  

観
光
の
振
興
に
期
待

観
光
の
振
興
に
期
待

２
０
２
０
年
３
月
20
日
、
一
般
県
道
竹

波
立
石
縄
間
線
の
敦
賀
市
白
木
と
浦
底
間

を
結
ぶ
「
敦
賀
半
島
ト
ン
ネ
ル
」
と
、
美

浜
町
菅
浜
と
竹
波
間
を
結
ぶ
「
菅
浜
黒
藤

ト
ン
ネ
ル
」
が
開
通
し
ま
し
た
。

「
敦
賀
半
島
ト
ン
ネ
ル
」
が
開
通
し
た

半
島
先
端
部
の
東
西
に
は
、
敦
賀
市
明
神

町
に
あ
る
原
子
力
機
構
の
新
型
転
換
炉
原

型
炉
ふ
げ
ん
（
以
下
「
ふ
げ
ん
」）
や
敦

賀
市
白
木
に
あ
る
高
速
増
殖
原
型
炉
も
ん

じ
ゅ
（
以
下
「
も
ん
じ
ゅ
」）
を
は
じ
め
、

原
子
力
発
電
施
設
が
複
数
立
地
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
半
島
先
端
部
へ
の
ア
ク
セ

ス
は
東
西
沿
岸
の
道
路
１
本
の
み
で
、「
ふ

げ
ん
」
と
「
も
ん
じ
ゅ
」
間
を
自
動
車
で

移
動
す
る
に
は
、
半
島
中
央
部
ま
で
戻
り

馬
背
峠
を
経
由
し
て
約
30
分
を
要
し
て
い

ま
し
た
。

「
敦
賀
半
島
ト
ン
ネ
ル
」
は
東
西
間
の

移
動
時
間
を
縮
め
、
原
子
力
発
電
施
設
へ

の
複
数
ル
ー
ト
を
確
保
。
災
害
時
に
お
け

る
迅
速
な
初
動
対
応
等
が
可
能
と
な
る
ほ

か
、
周
回
に
よ
る
観
光
振
興
や
地
域
活
性

化
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
足
で
敦
賀
半
島
を

自
分
の
足
で
敦
賀
半
島
を  

ぐ
る
り
周
回

ぐ
る
り
周
回

敦
賀
市
の
気
比
の
松
原
を
出
発
し
開
通

し
た
「
敦
賀
半
島
ト
ン
ネ
ル
」
を
利
用

し
、
美
浜
町
の
佐
田
ま
で
周
回
す
る
と
約

30
㎞
。
こ
れ
ま
で
に
本
誌
表
紙
で
も
紹
介

し
た
気
比
の
松
原
や
水
島
、
立
石
灯
台
、

水
晶
浜
、
さ
ら
に
は
白
木
の
浜
辺
、
常
宮

神
社
な
ど
の
見
ど
こ
ろ
が
点
在
し
、
若
狭

湾
と
敦
賀
半
島
の
豊
か
な
景
色
を
楽
し
め

ま
す
。
自
動
車
で
周
回
す
る
と
１
時
間
弱

で
す
が
、
天
気
の
良
い
日
に
は
自
転
車
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
周

回
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
道
中
に
は
自
動
販
売
機
や
公
衆

ト
イ
レ
も
複
数
あ
り
、
安
心
で
す
。

途
中
で
疲
れ
た
ら
敦
賀
市
内
へ
バ
ス

で
戻
る
こ
と
も
可
能
で
す
（
本
数
に

限
り
あ
り
）。

身
近
な
敦
賀
半
島
を
周
回
す
る
こ

と
で
、
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
よ
。

３３
月
開
通
「
原
子
力
災
害
制
圧
道
路
」

月
開
通
「
原
子
力
災
害
制
圧
道
路
」

新
ト
ン
ネ
ル
道
で
め
ぐ
る
敦
賀
半
島

新
ト
ン
ネ
ル
道
で
め
ぐ
る
敦
賀
半
島

No.104

No.110

No.112 No.123

●�白木〜佐田〜敦賀駅間（菅
浜線）と立石〜敦賀駅間（常
宮線）にバスが通っています。

●�佐田〜気比の松原も加え完
全周回とすると約40km。健
脚を試してみてはいかがでし
ょうか。

●�車の通行量は多くありません
が、歩道がない区間も長く、
実際に行かれる際は反射材
を身に着けるなど、交通安全
には十分ご注意願います。

周回一口メモ周回一口メモ

7



つ
る
が
の
四
季

つ
る
が
の
四
季

発
行
所 

■ 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 
敦
賀
事
業
本
部
＝
〒
９
１
４

−

８
５
８
５ 

敦
賀
市
木
崎
65
号
20
番

☎
０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.jaea.go.jp  （
令
和
2
年
6
月
発
行
）

─
№ 126

⃝

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
食
堂
「
青
空
」（
代
表
／
中
村
氏
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
８
０
（
５
８
５
７
）５
５
２
４

〝
食
〟

〝
食
〟をを
通通
じ
て
、

じ
て
、

子子
ど
も
の

ど
も
の
居
場
所

居
場
所
を
つ
く
る

を
つ
く
る

こどもこども
食 堂食 堂

代 表

中
なか

村
むら

幸
ゆき

恵
え

 さん

地
域
の
大
人
と
子
ど
も
た
ち
と
が

地
域
の
大
人
と
子
ど
も
た
ち
と
が  

つ
な
が
る
場
所
づ
く
り

つ
な
が
る
場
所
づ
く
り

こ
ど
も
食
堂
「
青
空
」
は
、
子
ど
も
に
無

料
で
食
事
を
提
供
す
る
敦
賀
市
の
市
民
団
体

で
す
。
地
域
の
大
人
が
子
ど
も
た
ち
と
つ
な

が
り
を
持
ち
、
み
ん
な
が
生
き
生
き
と
過
ご

せ
る
居
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て
２
０
１
５

年
９
月
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
代

表
を
務
め
る
中
村
幸
恵
さ
ん
が
こ
ど
も
食
堂

を
始
め
た
の
は
、
自
身
の
子
育
て
が
き
っ
か

け
で
し
た
。

「
子
ど
も
の
『
食
』
に
つ
い
て
独
学
を
進

め
る
う
ち
、
子
ど
も
の
貧
困
や
孤
食
の
問
題

を
知
り
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。『
幸

せ
な
県
日
本
一
』
を
掲
げ
る
福
井
県
で
も
身

近
な
と
こ
ろ
で
困
っ
て
い
る
子
ど
も
や
親
が

い
る
。
な
ん
と
か
で
き
な
い
か
と
い
う
思
い

か
ら
、
他
県
の
子
ど
も
食
堂
を
視
察
に
行
っ

た
ん
で
す
」。

中
村
さ
ん
は
視
察
を
通
じ
て
、
地
域
の
大

人
と
子
ど
も
が
定
期
的
に
集
ま
る
事
が
で
き

る
場
の
必
要
性
を
改
め
て
実
感
。
福
井
県
初

の
こ
ど
も
食
堂
と
し
て
「
青
空
」
の
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。

誰
で
も
参
加
で
き
る

誰
で
も
参
加
で
き
る  

こ
ど
も
食
堂
を
目
指
し
て

こ
ど
も
食
堂
を
目
指
し
て

「
青
空
」で
は
、「
子
ど
も
に
本
物
の
味
を
伝

え
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、提
供
す
る
食

事
は
昆
布
や
カ
ツ
オ
で
と
っ
た
ダ
シ
を
使
い
、

季
節
の
食
材
を
生
か
し
た
献
立
に
。
子
ど
も

た
ち
に
も
調
理
に
参
加
し
て
も
ら
い
、作
っ

た
食
事
を
み
ん
な
で
一
緒
に
い
た
だ
き
ま
す
。

活
動
当
初
は
貧
困
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら

れ
る
こ
と
も
多
く
、
我
が
子
の
参
加
に
抵
抗

感
を
持
つ
親
も
い
た
そ
う
で
す
。
で
す
が
、

中
村
さ
ん
が
目
指
す
こ
ど
も
食
堂
は
「
誰
で

も
参
加
で
き
る
場
所
」。
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

分
野
を
活
用
し
、
地
域
の
子
ど
も
や
大
人
が

抱
え
る
問
題
の
対
応
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
子

ど
も
の
勉
強
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
宿
題
し
よ

う
会
」
や
、
海
水
浴
な
ど
の
野
外
活
動
も
実

践
。
親
以
外
の
信
頼
で
き
る
大
人
と
出
会
っ

て
自
分
の
存
在
を
認
め
ら
れ
た
と
感
じ
た

り
、
年
下
の
子
の
面
倒
を
見
る
こ
と
で
自
信

が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
食
事
だ
け

で
な
く
自
身
の
「
居
場
所
」
と
し
て
訪
れ
る

子
ど
も
も
多
く
、「
子
ど
も
た
ち
が
ニ
コ
ニ

コ
し
た
笑
顔
で
や
っ
て
く
る
の
を
見
る
と
、

嬉
し
い
で
す
ね
。
不
登
校
だ
け
ど
、
こ
こ
に

は
来
て
く
れ
る
子
も
い
ま
す
」
と
中
村
さ
ん

も
活
動
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
青
空
」
の
活
動
趣
旨
に
共
感
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
や
善
意
で
食
材
を
提
供

す
る
生
産
者
、
賛
助
者
は
徐
々
に
増
え
、
活

動
開
始
か
ら
６
年
、
今
で
は
周
辺
地
域
か

ら
「
う
ち
の
区
で
も
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
声
が
上
が
る
ほ
ど
地
域
の
ニ
ー
ズ
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
負
担
が

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
負
担
が  

増
し
た
子
育
て
家
庭
を
応
援

増
し
た
子
育
て
家
庭
を
応
援

「
青
空
」
は
、
敦
賀
市
西
公
民
館
で
毎
月

２
回
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
３
月
よ

り
従
来
通
り
の
活
動
は
一
時
休
止
に
。
新
た

な
形
を
模
索
し
、
４
月
21
日
に
は
、
市
内
飲

食
店
の
協
力
で
準
備
し
た
夕
食
用
の
お
弁
当

を
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
形
式
で
配
布
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
育
て
家
庭
の
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
＆
フ
ー
ド

パ
ン
ト
リ
ー
」
も
実
施
し
ま
し
た
。
未
利
用

の
食
品
を
募
集
し
、
子
育
て
家
庭
に
配
布
す

る
取
り
組
み
で
、
小
中
学
校
の
臨
時
休
校
で

負
担
が
増
し
た
子
育
て
家
庭
の
手
助
け
を

図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
は
敦
賀
市
も

後
援
。
官
民
一
体
と
な
っ
た
助
け
合
い
の
輪

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
ま
で
困
り
事
を
人
に
相
談
し
に
く

い
と
思
っ
て
い
た
人
た
ち
に
も
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
み
ん
な
が
困
難
に
直
面
し
、
言
い
や

す
い
雰
囲
気
が
生
ま
れ
た
気
が
し
ま
す
。
子

ど
も
だ
け
で
な
く
親
御
さ
ん
と
も
つ
な
が
っ

て
、
民
間
団
体
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
続
け

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

スタッフと一緒に食事づくりを
お手伝いする子どもたち

神楽広場にてお弁当をドライブスルー形式
で配布し、いつもの利用者とも久しぶりの再
会を果たせました

「
青
空
」
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